
 

 

 

 

「令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（スポーツ庁）」の 

神奈川県の結果について 
 

１ 実技に関する調査結果 

（１）全国の結果 

 

・体力合計点について、令和４年度との比較では回復傾向がみられるが、令和元年度（コロナ

前の調査）の水準には至っていない。 

・令和４年度と比較すると、小・中学校ともに回復の度合いに男女間で差がある。 

 

 

（２）神奈川県の結果 

 

・体力合計点について、令和４年度との比較では低下傾向にある。しかし、令和元年度から令

和３年度における低下傾向と比較すると、その傾向は緩やかである。 

・令和４年度と比較すると、小・中学校ともに低下の傾向に男女間で差がある。 
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２ 運動やスポーツに対する意識に関する調査結果 

（１）全国の結果 

 

・「運動が好き」と答えた児童生徒（小学校男子72.1％・女子54.6％、中学校男子63.0％・女子

43.0％）は令和４年度からの比較で男子は増加し、女子は低下している。 

・「体育が楽しい」と答えた児童生徒（小学校男子74.7％・女子59.1％、中学校男子53.2.％・女

子38.5％）は、小学校では男子は過去最高、女子は令和４年度より低下、中学校では男女とも

令和４年度より低下した。 

 

 

（２）神奈川県（政令市含む）の結果 

 

・「運動が好き」と答えた児童生徒（小学校男子72.0％・女子54.3％、中学校男子63.4％・女子

42.3％）は、令和４年度からの比較で男子は増加し、女子は低下している。令和５年度の結果

では、中学校の男子において全国の平均値を上回っている。 

  ・「体育が楽しい」と答えた児童生徒（小学校男子74.2％・女子58.1％、中学校男子55.0％・女子

37.5％）は、令和４年度からの比較で小学校では男子は増加し、女子は低下、中学校では男

女とも令和４年度より低下した。令和５年度の結果では、中学校の男子において全国の平均

値を上回っている。 

 

 

 

（３）県域（政令市除く）の結果 

 

・「運動が好き」と答えた児童生徒（小学校男子72.3％・女子54.6％、中学校男子62.8％・女子

42.8％）は、令和４年度からの比較で小学校では男子は増加、女子は低下し、中学校では男

女とも低下した。令和５年度の結果では、小学校の男子において全国の平均値を上回ってい

る。 

  ・「体育が楽しい」と答えた児童生徒（小学校男子72.5％・女子58.1％、中学校男子53.9％・女子

37.7％）は、令和４年度からの比較で小学校では男子は増加し、女子は低下、中学校では男

女とも令和４年度より低下した。令和５年度の結果では、中学校の男子において全国の平均

値を上回っている。 
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３ 今後の取組 

（１）スポーツ庁が実施する学校における子供の運動習慣形成と体力向上に向けた取組の予定 

 

ア 体育授業における児童生徒の運動意欲向上 

①体育授業へのアスリートの派遣を通じた児童生徒の運動意欲を喚起する教育手法の普及 

②GIGAスクール環境下における体育活動の充実に向けた、一人一台端末を活用した指導方法

の研究 ・ 成果の普及 

 

イ 授業以外の児童生徒の運動時間を増加 

①小・中学校における時間割例を含めた、業前業間や放課後等における体力向上の取組事例

を周知 

 

 

（２）神奈川県における体力向上に向けた取組の予定 

 

ア 体育授業における児童生徒の運動意欲向上 

①スポーツ庁の事業である令和６年度「アスリート派遣等による体育授業等の充実・高度化の促

進事業」の実施 

②新体力テスト記録カード等を活用した、新体力テストにおける体力・運動能力を最大限発

揮できる実施方法や測定方法のポイントの更なる周知 

 

イ 授業以外の児童生徒の運動時間を増加 

   ①運動遊び教室の開催及び健康・体力つくりに関する保護者への情報提供を行う「みんなで

遊ぼう！わくわく先生派遣事業」の実施 

（スポーツ課との連携事業である「幼児期からの運動習慣形成プロジェクト」に

おける取組。スポーツ課は幼児期、保健体育課では児童期における運動習慣形

成に取り組んでいる） 
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参考 新体力テストカード 
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